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まと汝) 松 原 武 生
各 リポーターの報告の要 旨が次紅述べ られておりますが ,_いろいろな問題





◎ 不安定プラズマに対するhigh frequency cor】dtlCtivityの計算 ,
◎ Balescu理論の電子-フォ ノン系への拡張 ,
等で適当な機会紅2回目の研究会を隣こうということになりましたO
なお ,世話人の一人 .三択が渡英いたしましたので次回の世話人 として市
川芳彦氏に参加をお療いすること紅いたしました｡
Biの Esaki効果 t‖
三 宅 哲 (東大理 )
強磁場下で ･ビスマスの電蹄=電場特性が ,一定電場ER以上で顕著な折
れ曲りを示す現象 (EsakiKink)は ･江崎氏が説明を争えたように ･電子
の音波 と.の相互作用に原歯すると考え られるC電子の ドリフ ト速度が音速を
越すと.音汝が不安定になって増幅され ,従って電子の散乱が増す ,とい う
筋雷は ,憂さにL,こ●の研究会の主題そのま ゝであるoLかL . ここで話すの
は ･その主題以前で ･音波の増幅がなくても･E>ER(- エロ ･ S:普C
逮 , C :光速 ' 打 :磁場 )で電子の散乱は増加するという計算である｡非線
型の場合に拡張 され た電準の一般表式から出発 し一電子 ･フォノン相互作用
の最低次で評嘩すると ･E>ERでは電子がKir,eticer】?rgyを失なうこ
とな くフォノンを放出で きるので ,縮退 していてもフォノンを自由に放出で
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きるようFLな り,散乱が急に増す ことが示される. しかし ,この計算では ,




音波の増幅が電要なのであろう｡音波の増幅の原因として ,fT叩 field ,
Dumke&fTae.ringは ･音波による電子のhunchingを考えたが ,上述の
機構紅よっても ,フォノンの増殖が起るO音波の増幅の機構及びその過渡現















こで彼 らが無視 した非線型効果を考慮 したらどうなるだろうか ,ということ
をやってみた｡詳 しいことは既VL発表 してあるので省略するが S∫,どう
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